
 
 

２０２４年度 正会員に対する活動助成申請 採択一覧 

 

 ※ 各社会福祉士会の申請書から抜粋し作成 

 県士会 活動名称 活動概要 主な支出項目 応募部門 

1 北海道 入会促進及び退会

抑制に関わる事業 

○会員交流会開催 

・広域に広がる会員が一同に会することによって、

交流会の場での人的・情報交流を促し、 

会員同士のネットワーク構築の一助とする。 

・地区支部における会員間交流を全道に広げ、支

部の役割を補うとともに、地区支部内、他支部と

の横のつながり（支部幹事同士・担当委員同士・

会員同士）を生み出す。 

○リーフレットリニューアル 

・非会員に対し、より会の魅力や入会メリットが

伝わるよう記載内容の修正等、リーフレットの

見直しを行う。 

○ソーシャルワーカー業務紹介コンテンツ作成 

・様々な年齢層に社会福祉士を知っていただくこ

とを目的として、漫画を通して広くソーシャル

ワーカーについて理解を深めるコンテンツを作

成し、全道の学校へ配布する。 

 

 

 

 

○会員交流会 

・旅費交通費 

 ・賃借料 

・講師謝金 

○リーフレットリニューアル 

 ・デザイン費 

・印刷費 

○ソーシャルワーカー業務紹介コンテンツ作成 

・旅費交通費 

・諸謝金 

・通信運搬費 

 ・印刷製本費 

 ・企画構成費 

 ・カラーページ構成費 

 ・進行管理費 

 

組織率向上 



 
 

 県士会 活動名称 活動概要 主な支出項目 応募部門 

2 山形県 会員交流プラッ

トホームの構築

と情報伝達ICT化

で仲間を増やす 

○社会福祉士養成校等の教員を講師に迎え、実践研

究の発表手法等に関する研修の開催 

○2024 年度事業計画において「実践研究委員会」を

立ち上げ、県内各ブロックから 5 名程度の実践発

表者を選出し、実践研究委員会で発表までの指導

や助言、支援を行う。 

○発表会において、事前に提出されたデータを抄録

集にまとめ、会員がデータ閲覧できるようにする

とともに、会場と各地区の参集拠点をオンライン

でつなぎ、実践発表者への質問を行う等、双方向の

やりとりができるようにする。 

○ホームページ 

○講師謝金、交通費等 

○パソコン等 

組織率向上 

3 

 

 

 

栃木県 栃木県社会福祉

士会事務所機能

強化事業 

○事務局員を対象とする研修（IT 関係の研修）を実

施する。 

○事業拡大に伴い事務局員増員のため机、いす、ノー

トパソコンを購入する。 

 

○IT関係の研修開催 

○机、いす、パソコンの新規購入 

 

事務局機能強化 

4 山梨県 ソーシャルワー

クにアクセスし

たい人を取り残

さない会の組織

運営 

○ホームページの改修、ドメイン取得、サーバーの移

行 

○事務所移転とソーシャルワーカー同士の学び、対

話できる場の整備 

○会員同士がつながるプラットフォームの導入 

○社会福祉士会の周知グッズ作成 

○ホームページデザイン 

○パーテーションホワイトボード 

○パンフレット制作 

○クリアファイル 

○ファシリテーション講師派遣 

○ファンドレイジング講師派遣 

○講師派遣の交通費 

○プラットフォーム構築 

 

 

組織率向上 



 
 

 県士会 活動名称 活動概要 主な支出項目 応募部門 

5 石川県 石川県社会福祉

士会設立３０周

年記念事業 

○一般社団法人石川県社会福祉士会設立30周年記念

式典 

日時;令和 7年(2025年)2月 15日(土)ごろ 

場所:金沢市内のﾎﾃﾙ 

参加者:約 100名 

来賓（予定）石川県知事 他 

○会場借り上げ費、設営費、看板など 

○講師謝金 

○来賓旅費 

○表彰状筆耕料、額縁 

○招待状、式次第等 

○実行委員会経費、消耗品費、手数料、通信 

運搬費等 

組織率向上 
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静岡県 社会福祉士会員

への総合相談支

援（一人じゃない

よ、仲間がいる

よ！） 

○近年社会福祉士は、増加しているも会員の増加は

伸び悩み、会の活動に参加しないまま退会する会

員も多い。コロナ禍で、人との関わりが少なく、職

場で、家庭で孤立している会員も見られる。 

○静岡県社会福祉士会事務局に、いつでも雑談をし

ながら気楽に相談できる環境を構築することによ

り、会員の孤立化を防ぎ、会活動への参加促進を計

り、個々の社会福祉士の資質向上を図る。 

○相談窓口はオンランで開催、休み時間等に気楽に

相談できる体制を構築する。 

【気楽にオンライン・ランチ・ミーティング】 

○ノート PC 

○スピーカーフォン 

○外部外付けモニター 

○USBドッキングハブ 

 

組織率向上 

7 滋賀県 オンラインプラ

ットフォーム構

築事業～ICT によ

る会員間コミュ

ニケーションお

よび研修機会の

増加～ 

○ホームページの更新 

 ・会員専用ページの作成 

 ・研修資料等をダウンロードできるようにする。 

○タブレット端末を購入し、Zoom ライセンスを付与

することで研修か会議での活用を図る。 

○ドメイン・レンタルサーバー 

○ホームページ制作 

○会員専用チャットページ構築支援 

○iPad 

 

組織率向上 



 
 

 県士会 活動名称 活動概要 主な支出項目 応募部門 

8 岡山県 会員が一同に集

う「総会」へのか

かわりを強め、会

の関わり・運営へ

の関与を高めら

れるようにする 

○未会員に県士会への関わりを増やす取り組みを実

施 

○アンケート調査 

 ・県内社会福祉士（未会員）向け WEB アンケート

（交流機会創出のための接点づくりの可能性を

さぐる） 

 ・県士会正会員向け WEB アンケート（入会のきっ

かけ、メリット等について会員の意見確認） 

 ・県士会未来会員向け WEB アンケート（養成校学

生を対象に「スキルアップの近道となるつなが

りづくり」に関する意見確認） 

○社会福祉士のスキルアップの近道となるつながり

の機会創出 

 

 

 

○アンケートシステム構築 

○インタビューの実施支援 

 ・ライターによる文字起こし 

 ・オンライン総会申込システム構築費 

組織率向上 

9 愛媛県 事務局の環境整

備及び実務能力

担保に向けた活

動 

○新規雇用予定事務局員および新規受託事業の実務

を行うために使用するパソコン、周辺機器を購入

する。 

○雇用予定者含む事務局員等に対して、意見表明等

支援事業の運営を先行的に行っている山口県社会

福祉士会へ視察研修を実施する。同時に、児童養護

施設等へも視察研修を実施する。 

○子どもアドボカシー活動を行っている香川県活動

者と交流の機会を持ち、事業実施に必要となる講

師、スーパーバイザー等の人脈獲得を図る。 

○視察先交通費 

○視察先宿泊費 

○視察時日当 

○意見交換先交通費 

○意見交換時日当 

○PC等機材整備費 

事務局機能強化 



 
 

 県士会 活動名称 活動概要 主な支出項目 応募部門 

10 高知県 入会促進に繋げ

る情報発信ツー

ルの再構築 

○ホームページのリニューアル ○ホームページリニューアルにかかるデザイン費等 組織率向上 

11 福岡県 入会２年目会員

等の退会抑止及

び若年層をはじ

めとした入会促

進に関する両輪

対策事業 

○入会２年目の会員全員に、２年目の１２月に次の

物品を進呈 

・研修参加費補助券 

・福岡県社会福祉士会グッズ（イメージキャラク

ター（うぇるちゃん）クリアファィル 

福岡県社会福祉士会ネーム入りネックストラッ

プ） 

○この活動を毎月の会報で「入会３年継続キャンペ

ーン」として全会員に報告し広報 

○「永年会員特別感謝キャンペーン」として、入会 10

年目、20年目、30年目の会員全員に次の物品を進

呈（オリジナルトートバッグ） 

 

○研修参加費補助券作成費 

○イメージキャラクタークリアファィル作成費 

○ネーム入りストラップ作成費 

○ネーム入りストラップ包装用透明袋  

○トートバッグ作成費 

○通信運搬費 

○雑費 

 

組織率向上 

12 大分県 ソーシャルワー

カーの啓発及び

に人材確保のた

めのパンフレッ

ト等の作成（ソー

シャルワーカー

三団体統合の素

地づくり含む） 

 

 

○編集委員会を組織化してソーシャルワーカーの啓

発及び人材育成を目的とした小冊子の作成及び編

集委員会の運営 

○本会の活動及び入会を促進するためのパンフレッ

トの作成 

 

○小冊子 

○パンフレット 

○編集委員会（日当） 

○原稿執筆料 

○送料 

 

組織率向上 



 
 

 県士会 活動名称 活動概要 主な支出項目 応募部門 
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鹿児島

県 

「支持的スーパ

ービジョン研修

により援助者を

支援する」～社会

福祉士同士が支

え合うネットワ

ーク構築による

組織率の向上を

目指して～ 

○社会福祉士はより高度な専門性を身に着けていく

と同時に現場での自己の実践を振り返る機会を持

つことが重要であり、スーパービジョンがその方

法の一つとして有効とされています。その中でも、

支持的スーパービジョンにより社会福祉士が専門

職としての自律を獲得していくことが重要と考え

ますが、各現場でその機会はほとんど確保されて

いません。 

○社会福祉士会において、社会福祉士の支持的スー

パービジョン研修を実施することで、社会福祉士

の専門性を深めるための実践の振り返りの機会を

提供するとともに、社会福祉士のネットワーク構

築が現場での実践に有効であると実感してもらう

ことを通して、社会福祉士会に入会する有資格者

を増やすとともに、会員には継続して社会福祉士

会に所属してもらえることを目的とする。 

 

○講師謝金 

○ファシリテーター謝金 

○運営スタッフ賃金 

○旅費交通費 

○賃借料 

○印刷製本費 

○通信運搬費 

○消耗品費 

組織率向上 

14 沖縄県 新事務所移転に

伴うバリアフリ

ー工事 

○車いす利用者、歩行障害のある方等、これまで県士

会事務所にアクセスできなかった会員が県士会事

務所を利用することが出来るようになる。相談室

及び障がい者用トイレの利用及び移動が容易にな

る。 

・相談室入口の段差解消及び戸の開口部の拡大 

・入口から相談室、トイレへの段差解消。 

・浴室からトイレへのリフォーム。（扉の新設、手す

りの設置含む） 

○工事費 事務局機能強化 

 


